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ヴルタ
ール ア ル デ ヒ ド固定卵に よるウニ 精子懸濁液

の pH 変化

日野晶也，中埜栄三 （名大 ・理 ・生物）

pH 　change 　 in　the　 suspension 　 of 　 sperm 　 and

glutaraldehyde ・正ixed　 eggs

AKIYA 王IINO丿ElzO　 l’AKANO

　ウ ＝ 精子 は ，グル タ ール ア ル デ ヒ ド固 定未受精卵

に よ っ て 呼吸阻 害 と運動阻害を 受け る こ とが 報告 さ

れ て い る （前大会． D ．G ．D 「80，22）。2mM ト リ

ス バ
ッ フ ァ

ーを含む海水に精子 （1〔剛 m り を懸濁 し

pH を 測定す る と緩 か だ が
一

定 の pH 降下 （dpH ＝

o．02／min ）があ っ た （1）。 そ こ に 固定卵 （10i］n の

を 顔え る と，直後｝こ pH が低下 し （「ipH 　：＝　O．05 ，
30

sec
，

皿）更に約 ユ5分間 に わた り pH は 大 き く降 下

した （」pH ≒ O．3，皿 ）。ユmM 　1　TaNT3 ， 9．3mM ア ソ

チ マ イ シ ソ A 等 の 呼吸阻 害剤 の 存在 下 で は，〔1）の
一

定 の pH 降下 は お こ らな い が，固定卵添加直後の 変

化   とそ れ に 続 く大 きな pH 低下（m｝fiXみ られ た。卵

海水処理後の 精子 を 用 い る と，（1〕と｛珥の 変化 は お こ

る が、倒 の 変化 は み られ なか っ た 。 また．固定受精

卵 で は精子が 卵表 に 付着 せ ず，（1｝の 変化 の み 生 じ，

鋤 と佃｝の 変化 は お こ らな か っ た 。固 定未受精卵添加

後 2 分以内｝こ 85％以 上 の 精子 に 先体反応 が み られ

た。

　以上 の こ とか ら，（1）の 遊泳中 の 精 子 で お こ る
一

定

の pll 低下 は 呼吸 に よ る もの ，（ll）の 固定卵添加直後

lc　tsこ る 変化 は ，卵海 水 で も お こ るの で 先体反応に

よ る もの と考え られ る 。 （1〕と｛ll｝の 変化量 は精子濃度

に依存 し た が，  の 変化量 は 固定卵濃 度 に 依 存 し

た 。また ，固 定卵 の 懸濁液に 精子懸濁液 の 上 清又 は

pronase ，
　trypsin の 酵素標品を添加す る と微 か だ が

有意な pH 低下 が み られ る こ と か ら，鱒 の 変化 は 精

子 で な く固定卵由来 の 変化 と 考 え られ る。固 定時 の

グル fi　一ル 濃度 を 0．2％ 以下 に し，透析 に よ り グ ル

タ ール を 除 い た 卵 を 攪拌して も懸濁液 の PH は 低下

した 。 こ の 懸濁液の 上 清は，電気 泳動法に よれ ば、

上述の pronasc 処 理，精子懸濁液 の 上清に よ る処

理 に よ っ て 得 た 物質 よ りは 分 子 量 の 大 きな タ ソ パ ク

を含ん で い た s

417

ニ ジ マ ス 精子 の 運動 は，サ イク リ ッ ク AMP にょ っ

て開始される 。

森 沢正 昭 （東大 ・海洋 研 ），

生 物）

奥 野誠 （東 大 ・教養 ・

Cyclic　adenesine 　monophosphate （cAMP ）indu −

ces 　 matura しion　of 】
’
ainbow 　 trou し sperm 　 axone

−

me 　to　initiate　met “ity

MASAAKI 　MORISAWA ，　MAKOTO 　OKuNo

　Cyc）jc　AMP （cAMP ） が 精 子運動に 影響を与え

る こ とは よ く知 られ て い る。 し か し． cAMP が精

子運動開始 に 直接拘 わ る と い う証拠 は ない 。 今回．

Gibbons ら の 方法 で ニ ジ マ ス 精子 を Triton　X −1（K｝

で 処理 して 原形質膜と ミ ト U γ ド リ ア を除 き， 頭 部

と鞭毛 の 運動 装置 axoneme だけ に した Triton

iM 　od 　el （Model） を 暗視野顕微鏡で 観察 し 次 の 知見

を 得 た 。 1）サ ケ マ ス の 精 子 は 輸精管 中で 精漿の K ←

で 運動 を 抑 制 さ れ て い る （森沢 ら）。K ＋

で 運動を抑

え た状態 で 精子 を Triton 処理 して 得 た MgATP

溶液 中で 全 く動 か ない が ，一
旦 cAMP を作用 させ

る と MgATP の 存在下 で 70− 100 μm ／sec の 速 さ

で 活発 に 運動す る よ うに な る。即 ち、一
度 も運動 し

た 事 の な い 精 子 の Model （axoneme ）は ，　MgATP

に よ る エ ネル ギ ー
の 供給だ け で は 動けない 未成熟状

態iこ あ り，cAMP の 作用 で 初め て 成熟 して 動け る

様 に な る。2）精子運動を 抑 え る K ＋

は ，精子 呼 吸 は

抑 え な い ； K ＋

は ミ ト コ ン ドリ ア の 呼吸 で は な く，

直接鞭毛 に 働ぎ運動 を 抑 え る と思 わ れ る。 ま た K ＋

は 生 の 精子の 運動 は 抑 え る が ，Mode ！ の 運動は 抑

え な い ； K ＋

は 鞭毛 の 膜に 働き運動 を止 め て い る。

3〕一旦 ，Kぐ 一freeの 100mM 　NaCl の 液 に 懸濁後，

Triten で 膜 を 除 い た 精子 の Mode1 は．　 cAMP が

作用せ ず と も． MgATP だ け で 動 く ；K ＋ −free に

よ り鞭毛内で 増加 した cATP が既に axoneme を

成 熟 させ て い た た め ，Model は MgATP だけ で 動

くこ とが で きた と考え られ る 。 自然 で は ，ニ ジ マ ス

精 子 は 輸精管内で K “
の 鞭毛 の 膜 へ の 抑制作用 で 停

止 し て い る。淡水 中に 放出 さ れ る と，精 子 の 周 囲

の K ＋
が 減少 し て 抑制が解け，鞭毛内 で 増 加 し た

cAMP が 運動装置 で あ る axo 冂eme を成熟させ ．

精子 は 運動を開始す る と思 わ れ る 。
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